
土木学会１００周年記念事業 未来のＴ＆Ｉコンテスト Ｉ：アイディア部門 

チーム藤井 ゆたかな森のおがくず道路 
〈概要図〉 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 成 員 未来プランナー 藤井雄也 江東区⽴越中島⼩学校３年⽣ 
⼟⽊エンジニア 吉川 正 ⿅島建設(株)、 渋沢 重彦 東急建設(株) 

  福本 正 ⻄松建設(株)、 梅原 治⼦ ⿅島建設(株) 
 
 
 
 
 

                        

概 要： 
〈未来プランナー〉：ゆたかな森をつくるためのストーリーとおがくず道路のイメージ 
 

へびやうさぎや昆⾍がたくさんいるゆたかな森が⾃分の住んでいる近くにあるといいのに。
でも、ゆたかな森をつくるためには、ちゃんと⼈が管理しないといけない。 
そのために、倒⽊や間伐材などをうまく使うこと、いろんな使い道を考えてみた。 
おがくずを固めて道路や階段を作り、⽣き物にもやさしい場所を作り出す。 
古くなったおがくず道路は、燃料などとして再利⽤できてエコだ。 
⽊をたくさん使えば街も暑くなりにくく、⽣き物すべてにやさしい街ができる。 
ゆたかな森が⽇本、世界に広がっていけば、すてきな未来が待っていると思う。 

〈⼟⽊エンジニア〉：ゆたかな森を実現するためのテクノロジー 
 
  ⽊材の種類、性質に応じた 4 層舗装により、保⽔性、耐熱性、耐摩耗性などを確保します。
  使⽤後は、ファイバー抽出、バイオマスエネルギーなどに 2 次利⽤します。 
 

  ⽊材のチップ化（おがくず）、パルプ化を経てナノファイバーを抽出します。 
鋼材と同等強度の素材であることを⽣かし、橋などのインフラ施設の構築に利⽤します。 

  シート状、ケーブル状に加⼯できるため、⾞や⾶⾏機などにも利⽤可能です。 
  

  ⽊質を中⼼とした発電、燃料といったエネルギー⽣成から都市インフラまでを整備します。
リファイナリー技術により、ゆたかな森の循環型都市バイオマスタウンを形成・展開します。
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藤井雄也 吉川 渋沢 福本 梅原 

ゆたかな森のイメージ     ⾃然に隣接する⽊のマンション

⽣き物にやさしい、おがくず道路を造ります 
橋をセルロースナノファイバーで造る

越中島から広がる未来の“森” ，“循環型社会”，”バイオマスタウン” 

未来の材料「セルロースナノファイバー」 

そして、⾃然ゆたかな循環型社会を創出します 

おがくず道路の断⾯ 

「僕は、もっと⽣き物にやさしい街に住みたい！」 

バイオマスリファイナリー 


